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一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
工
場
労
働
者
の
う
ち
、
労
働
運
動
に
た
い
し
て
最
も
は
っ
き
り
し
た
態
度
を
見
せ
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン

で
あ
っ
た
。

者
と
の
関
係
を
概
観
し
た
と
き
に
触
れ
た
時
1
わ
れ
わ
れ
は
機
械
を
製
造
す
る
・
労
働
者
が
何
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
か
、
機
械
工

の
機
械
工

（冨

g岳山口
g’
σgm吋）

彼
ら
の
動
、
さ
の
も
つ
歴
史
的
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

こ
の
年
代
の
労
働
運
動
と
工
場
労
働

の
全
部
が
進
歩
党
の
支
持
者
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
ベ
ル
リ
ン
以
外
の
地
域
の
機
械
工
は
ど
う
だ
つ
た
か
B

｜

l
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
て
み
な
け

れ
ば
ら
ぬ
。

ま
ず
ベ
ル
リ
ン
の
機
械
工
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
か
え
り
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
八
六
八
年
九
月
の
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
大
会
で
少

数
派
と
な
っ
た
彼
ら
が
退
場
さ
せ
ら
れ
た
の
ち
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア

i
の
指
導
の
も
と
に
会
議
を
続
行
し
た
多
数
派
の
な
か
に
ベ
ル
リ
ン
の
代

議
員
が
二
七
名
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
代
議
員
た
ち
に
代
議
権
を
委
任
し
た
労
働
者
の
職
種
と
人
数
を
見
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
ベ
ル
リ
ン
労
働
運
動
史
」
（
一
九
O
七
年
刊
）

に
よ
る
と
、

こ
の
多
数
派
の
代
議
員
総
数
は
二

O
六
名
で
、

彼
ら
は

全
国
一
一

O
地
区
で
一
四
二
、

0
0
0名
の
労
働
者
か
ら
選
ば
れ
た
と
称
す
る
が
、
そ
の
う
ち
ベ
ル
リ
ン
地
区
の
代
議
員
二
七
名
は
五
、
四
一

二
名
の
労
働
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
八
六
0
年
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の
ド
イ
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と
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労
働
省
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中
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ヨ

ウ
Jレ

トツ

，， 

七

五

与ノシ
ュ
ン
ク
二
世
（
ω
n
F
Eロ
何
回
）

ぺ

、

不

ケ

建

築

工
（
国
mw
口
町
田
口
弘
君
。
円
W
2
1）

一一~

II ，， 

こ
の
委
任
労
働
者
数
の
う
ち
、
組
織
封
働
者
数
を
示
す
も
の
は
極
め
て
少
数
で
、
大
部
分
は
集
会
に
参
加
し
て
自
分
た
ち
を
代
議
員
に
選
ん

だ
も
の
の
数
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
人
数
の
か
ぞ
え
方
も
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
お
こ
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
べ

（詑
2｝

ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
容
易
に
想
像
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
機
械
工
を
少
数
派
と
し
て
会
議
か
ら
し
め
出
し
た

職
種
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、

こ
の
ベ
ル
リ
ン
だ
け
の
表
を
見
て
も
、
お
よ
そ
の
想
像
が
つ
く
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
数
を
一
応
そ

の
ま
ま
認
め
る
と
、
パ
ン
工
が
一
、
六
六
五
名
で
最
も
多
く
、
大
工
の
一
、
二

O
O
名
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
以
下
、
製
本
工
一
、

一
O
O名
、
指

物
工
四
O
O名
、
靴
工
三
九
九
名
、
葉
巻
工
三
O
O名
、
鞍
工
一
五
O
名
、
仕
立
工
組
合
六
六
名
、
彩
色
工
五
二
名
、
印
刷
工
組
合
四
九
名
、

建
築
工
三
一
名
と
い
う
順
序
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
順
序
が
そ
の
ま
ま
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
ラ
ッ
サ
l
ル
派
支
持
層
の
職
種
別
の
順
序
を
意

味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
た
ち
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
主
な
地
盤
は
、
大
工
、
左
官
、
葉
巻
工
、
靴
工
、
印
刷
工
な
ど
に

あ
っ
た
よ
う
守
）
そ
の
点
、
上
記
心
リ
ス
ト
で
は
左
官
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
ラ
ッ
サ
l
ル
が
組
織
し
た
「
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同

盟
」
は
本
部
を
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
お
い
て
い
た
が
、

一
八
六
八
年
九
月
十
六
日
に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
警
察
は
ザ
ク
セ
ン
結
社
法
に
も
と
す
つ
い
て
同

盟
の
解
散
を
命
じ
た
の
で
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
は
ザ
ク
セ
ン
以
外
の
支
部
を
も
解
散
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
の
ち
、
新
ら
し
く
「
全
ド
イ
ツ

労
働
者
同
盟
」
を
組
織
し
、
本
部
を
ベ
ル
リ
ン
に
置
く
乙
と
に
し
た
。
新
規
約
は
前
よ
り
も
い
っ
そ
う
中
央
集
権
的
に
つ
く
ら
れ
た
が
、
機
関

紙
「
ゾ
ツ
ィ
ア

l
ル
・
デ
モ
ク
ラ
l
ト
」
の
十
月
十
一
日
号
に
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
同
盟
を
非
合
法
と
見
な
す
口
突
を
警

察
に
与
え
な
い
た
め
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
同
盟
は
事
実
上
ベ
ル
リ
ン
警
察
の
監
督
下
に
お
か
れ
て
い
る
実
状
な
の
で
、
そ
の
点
か
ら
シ
ュ
ヴ

一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

二
九



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中

。

ア
イ
ツ
ア
ー
は
反
対
派
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
同
盟
の
ベ
ル
リ
ン
支
部
は
第
一
回
の
会
合
を
十
月
十
三
日
カ
フ
エ
ー
・
フ
l
ブ

リ
ッ
ヒ
で
開
き
、
靴
工
ア
ル
ム
ボ
ル
ス
ト
が
委
員
長
、
金
属
工
（
冨
巳
巳
宮
司
ぴ

E
Z円
）
エ
リ
ン
ガ
ー
が
会
計
、
印
刷
工
リ
l
ニ
ッ
ヒ
、
大
工
リ

（註
4
｝

｛

註

5）

ュ
プ
カ

l
ト
、
お
よ
び
ア
ウ
リ
l
ン
の
三
名
が
監
査
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
会
合
で
約
五

O
名
が
正
式
に
同
盟
員
と
な
っ
た
と
い
う
。
乙
乙
で

金
属
工
エ
リ
ン
ガ
l
の
名
が
出
て
い
る
が
、
彼
が
工
場
封
働
者
で
あ
っ
た
か
、
小
親
方
に
雇
わ
れ
る
賃
労
働
者
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

他
方
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
艶
働
者
の
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ベ
ル
リ
ン
封
働
者
協
会
」
（
図
。
ュ

E
E
K
F号
E
Z
3
2
a
S
が
あ

っ
て
二
八
六
八
年
九
月
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
ベ

l
ベ
ル
お
よ
び
リ
l
プ
ク
ネ
ヒ
ト
た
ち
の
主
催
で
聞
か
れ
た
「
ド
イ
ツ
封
働
者
協
会
第
五
回
大

会
」
に
は
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
封
働
者
協
会
も
代
表
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
大
会
で
は
代
議
員
の
多
数
が
ベ

l
ベ
ル
た
ち
の
提
案
し
た
規
約
を
承

認
し
た
た
め
、
第
一
イ
ン
タ
ー
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
乙
で
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
協
会
の
な
か
で
意
見
が
わ
か
れ
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル

シ
ュ
巻
先
頭
と
す
る
進
歩
党
支
持
層
と
べ

l
ベ
ル
た
ち
を
支
持
す
る
少
数
派
と
の
あ
い
だ
に
激
し
い
論
争
が
お
こ
り
、
三
固
に
わ
た
る
代
議
員

会
の
す
え
、
少
数
派
は
協
会
を
脱
退
し
、
十
月
八
日
に
「
民
主
労
働
者
協
会
」
（

UOBO】
門
店
門
広
島
2・
K
F
H
V
E
Z
3
m
E
E）
の
結
成
準
備
委

員
会
を
つ
く
り
、

「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
多
数
派
」

（

Z
母
島
町
『

m
R
冨
と

ozgH）
の
立
場
に
立
ち
、
政
治
的
に
は
べ

l
ベ
ル
た
ち
の
よ
う
に

こ
の
協
会
は
十
月
廿
六
日
に
正
式
に
成
立
し
た
が
、

【註
8
｝

そ
の
さ
い
植
字
工
ミ
ル
ケ
と
機
械
工
ケ
メ
ラ
l

（冨

g
n
V
E
g－σ
g一
日
開

mHBBO円
。
『
）
と
が
議
長
に
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
乙
で
機
械
工
が
議

「
ド
イ
ツ
人
民
党
」
（
ロ

2
g
o
v
o
－〈

O拝
白
宮
一
吋
宮
山
）

と
提
携
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

長
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
の
動
向
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
出
来
事
で

あ
る
。
し
か
し
、
ケ
メ
ラ
ー
が
ど
こ
の
工
場
に
は
た
ら
い
て
い
た
か
、
彼
の
ほ
か
に
機
械
工
が
ど
れ
く
ら
い
こ
の
協
会
に
参
加
し
た
か
は
、
わ

か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
機
械
工
の
な
か
に
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
派
に
賛
成
す
る
も
の
も
い
た
こ
と
は
、

乙
の
事
実
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

一
八
六
八
年
九
月
の
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
大
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
進
歩
党
派
の
代
議
員
た
ち
は
、
す
ぐ
会
場
を
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ズ
ム
に
移
し
て
労

働
者
会
議
を
開
催
し
た
が
、
ζ

れ
は
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
「
異
常
に
多
数
の
参
会
者
」
（

2
2
R
O
E
S
E
n
v
m
g岳
Z
g
n
v
e



を
え
た
。
そ
の
参
会
者
の
大
部
分
は
機
械
工
で
あ
り
、

シ
ュ
グ
ァ
イ
ツ
ア

l
の
大
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
は
機
械
工
の
代
議
員
だ
っ
た
か
ら
、

大
会
へ
の
反
感
は
こ
の
会
議
で
非
常
に
は
げ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
進
歩
党
の
代
議
士
フ
ラ
ン
ツ
・
ド
ウ
ン
カ

1
が
大
喝
釆
で
議
長
に
選
ば
れ
、

機
械
工
の
代
議
員
に
た
い
す
る
大
会
の
態
度
を
非
難
す
る
決
議
が
ほ
と
ん
ど
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、

い
く
た
り
か
の
社
会
主
義
者
（
カ
ッ
セ
ル
の
マ
ン
、
パ
ル
メ
ン
の
フ
リ
ッ
夕
、

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
プ
レ

l
マ
l
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
プ
ラ
ス
ト
、

ベ
ル
リ
ン
の
ぺ

l
タ
l
）

も
発
苧
一
目
し
た
が
、

こ
の
ひ
と
た
ち
に
は
短
い
時
間
し
か
発
言
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

会
議
の
空
気
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
プ
ラ
ス
ト
は
、
巧
み
に
選
ん
だ
歴
史
的
比
較
に
よ
っ
て
、
非
常
に
深
い
印
象
を
聴
衆
に
与
え

た
の
で
、
会
議
は
彼
に
許
し
た
発
言
時
聞
を
多
数
決
で
延
長
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
の
報
告
の
の
ち
、
や
が

て
開
催
さ
る
べ
き
会
議
の
綱
領
が
採
抗
さ
れ
る
。
機
械
工
の
代
表
団
は
、
他
の
職
種
の
組
合
代
表
を
加
え
て
ヒ
ル
シ
ュ
の
述
べ
た
精
神
に
合
致

す
る
規
約
を
つ
く
る
乙
と
を
委
任
さ
れ
た
。
乙
の
会
議
は
十
月
十
一
日
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ド
ウ
ン
カ
l
の
司
会
の
も
と
に
、
リ
ン
デ
ン
街
の
カ
フ

ェ
l
・
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
で
聞
か
れ
、
客
員
と
し
て
シ
ュ
ル
ツ
ェ
・
デ
リ
ッ
チ
ュ
お
よ
び
パ
リ
l
ジ
ウ
ス
が
出
席
し
た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
シ

ュ
は
自
分
の
つ
く
づ
た
規
約
案
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
職
種
別
の
封
働
組
合
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
下
に
ま
た

（註
7
】

乙
の
案
が
採
訳
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
地
区
組
合
を
設
け
る
と
い
う
構
想
で
、

こ
こ
で
機
械
工
の
代
議
員
の
な
か
に
少
数
な
が
ら
も
社
会
主
義
者
が
い
た
乙
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
と
り
わ
け
ベ
ル
リ
ン
の
代
議
員
の

う
ち
に
も
ぺ

l
タ
ー
の
よ
う
に
堂
々
と
社
会
主
義
を
主
張
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
「
民
主
封
働
者
協
会
」
に
議
長
を
勤
め

た
機
械
工
ケ
メ
ラ
！
の
存
在
と
と
も
に
、
、
き
わ
め
て
興
味
ふ
か
い
。
し
か
し
、
乙
の
場
合
に
も
ぺ

l
タ
ー
が
ベ
ル
リ
ン
の
い
か
な
る
工
場
の
労

働
者
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
以
外
の
地
区
か
ら
来
た
代
議
員
で
社
会
主
義
の
立
場
を
主
張
し
た
も
の
に
つ
い

て
も
、
そ
の
地
区
が
わ
か
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
事
情
は
判
明
し
な
い
。
そ
の
う
ち
、
特
に
巧
み
な
歴
史
的
比
較
に
よ
っ
て
非
常
な
感
銘
を
与

ぇ
、
発
言
時
間

ω延
長
ま
で
認
め
ら
れ
た
と
い
う
プ
ラ
ス
ト
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
選
ば
れ
た
代
議
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
乙
と
は
、
本
稿
で
さ
き

一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
努
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

に
述
べ
た
一
八
六
九
年
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
車
輔
工
場
の
ス
ト
と
関
連
し
て
い
ろ
い
ろ
の
想
像
を
わ
れ
わ
れ
に
許
す
け
れ

ど
も
、
彼
に
つ
い
て
も
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

一
八
六
八
年
の
末
に
、
機
関
車
製
造
工
場
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
工
場
で
、
機
械
工
と
工
場
管
理
部
と
の
あ
い
だ
に

紛
争
が
起
っ
た
。
ク
ラ
ル

（
同
日
ロ
）
と
い
う
名
の
職
長
（
。
σ白
円

B
O
U
Z
Z
が
或
る
労
働
者
の
横
面
を
な
ぐ
っ
た
（
O甘
え
巴
m2H）
た
め
、

そ
の
同
僚
た
ち
が
大
い
に
怒
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
設
の
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
系
の
「
機
械
工
ベ
ル
リ
ン
地
区
組
会
」
が
乗
り
だ
し
、

フ－フ

ン
ツ
・
ド
ウ
ン
カ
l
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
、

シ
ュ
ル
ツ
ェ
・
デ
リ
ッ
チ
ュ
、
そ
の
ほ
か
ニ
人
の
労
働
者
か
ら
成
る
代
表
団
が
こ
の
職
長
の

免
職
を
経
営
者
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
に
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
代
表
団
が
正
式
に
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
に
面
会
し
て
要
求
を
突
き
つ
け
る

と
い
う
運
び
に
は
歪
ら
ず
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
と
シ
ュ
ル
ツ
ェ
・
デ
リ
ッ
チ
ュ
個
人
と
が
何
回
も
会
談
し
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
が
大
晦
日
の
晩
に
工
場
の

大
広
間
に
労
働
者
た
ち
を
集
め
た
。
彼
は
手
み
じ
か
に
、
自
分
が
ク
ラ
ル
を
叱
責
し
て
免
職
す
る
こ
と
、
の
ち
に
ク
ラ
ル
の
改
俊
の
情
を
認
hu

れ
ば
再
採
用
し
得
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
は
さ
ら
に
、
自
分
と
労
働
者
た
ち
と
の
一
致
協
力
に
ヒ
ピ
が
入
ら
ぬ
よ
う
、
労
働
者
た

ち
が
怒
り
を
水
に
流
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

こ
の
席
に
出
席
し
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
、
サ
ッ
サ
と
退
場
し
た
。

そ
れ
か
ら
ボ
ル
ジ

ッ
ヒ
は
、
地
区
組
会
の
委
員
長
に
あ
て
て
、
「
自
分
は
も
は
や
問
題
が
片
づ
い
た
と
考
え
る
の
で
、
代
表
団
が
自
分
を
訪
問
す
る
必
要
は
な
い
と

思
う
」
と
書
き
送
っ
た
。

フ
ォ
ル
ク
ス
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
紙
の
記
事
に
よ
る
と
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
が
退
場
し
た
の
ち
、
労
働
者
の
多
数
は
彼
の
提

案
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
ペ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、

「
こ
の
フ
オ
ル
ク
ス
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
紙
の
記
事
に
た
い
し
て
反
論
は
出

な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
真
相
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
機
関
紙
「
ゾ
ツ
ィ
ア

l
ル
・
デ
モ
ク

ラ
l
ト
」
は
こ
の
結
末
に
つ
い
て
、
「
組
合
の
完
全
な
敗
北
だ
」
と
酷
評
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
完
敗
で
は
な
い
と
し
て
も
、

（
註
ニ

り
ダ
ラ
シ
の
な
い
結
末
」
（
巾
宮
巴
g
H
H
W
F
E
V
E
R
K
F
E
m
E
M
m）
だ
っ
た
、
と
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
書
い
て
い
る
。

こ
れ
は

「
か
な

た
だ
、
こ
こ
で
フ

ォ
ル
ク
ス
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
紙
の
報
ず
る
よ
う
に
、
「
労
働
者
の
多
数
」
（
丘
町
宮
喜
一
司
Nm何
回

目

仏

2
K
F号
E
Z吋）

が
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
提
案
ぞ
承



認
し
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
反
対
論
を
唱
え
た
少
数
派
も
め
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
八
六
九
年
九
月
に
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
の
ひ
き
い
る
「
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
」
の
ベ
ル
リ
ン
部
員
は
約
五

O
O名
に
達
し
、
機
関

（柱。ョ）

紙
「
ゾ
ツ
ィ
ア

l
ル
・
デ
モ
ク
ラ
l
ト
」
の
ベ
ル
リ
ン
だ
け
の
販
売
数
は
七
六
五
に
上
昇
し
た
と
い
う
G

そ
の
前
年
こ
八
六
八
年
）
四
月
に

は
ベ
ル
リ
ン
大
工
組
会
（
切
巾
ユ

E
2
N－
5
5
2
2
2
2
Z）
が
労
働
時
間
の
短
縮
と
賃
上
げ
を
要
求
し
て
、

ベ
ル
リ
ン
と
し
て
は
未
曽
有
の

大
規
棋
な
ス
ト
を
お
こ
な
い
、
四
週
間
の
斗
争
の
の
ち
使
用
者
が
わ
は
要
求
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
承
認
し
た
。
こ
の
と
き
の
大
工
職
人
の
リ

ー
ダ
l
た
る
リ
ュ
プ
カ
l
ト
（
ド
ロ
σ附
2
・3
、
ミ
l
ツ
ェ
ル
（
富
山
O
H
N
己
）
、
カ
ペ
ル
（
同
m
w
H
M
o
－－）

は
い
ず
れ
も
ラ
ッ
サ

i
ル
派
の
全
ド
イ
ツ

労
働
者
同
盟
の
熱
心
な
活
動
家
で
あ
る
。

こ
の
ス
ト
終
了
前
に
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
の
ベ
ル
リ
ン
支
部
代
表
者
と
し
て
テ
ル
ケ

（。・
4
〈・

↓2
n
w巾
）
は
民
衆
大
会
を
聞
い
た
が
、
た
い
へ
ん
な
盛
況
で
聴
衆
は
会
場

（岡、
O
M
内
包
〉
】
の
向
N
白
H
l）

に
入
り
き
れ
ぬ
有
様
だ
っ
た
と
い
う
。
ゾ

ツ
ィ
ア

l
ル
・
デ
モ
ク
ラ
l
ト
紙
が
会
衆
六
、

0
0
0名
と
報
じ
た
の
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
い
う
よ
う
に
、
い
さ
主
か
誇
張
で
あ
ろ
う

が
、
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
大
工
に
次
い
で
左
官
も
同
じ
よ
う
な
要
求
を
掲
げ
て
ス
ト
を
お
こ
な
い
、
同
じ
く
四
週
間
の
斗
争

で
勝
利
を
お
さ
め
た
。

こ
の
と
き
も
集
会
が
い
く
つ
も
聞
か
れ
て
何
千
と
い
う
会
衆
を
あ
つ
め
た
と
い
わ
れ
る
。
「
全
ド
イ
ツ
左
官
同
盟
」

（ロ

2
K
F口問
2
5山口巾

a
o
z
g
n
Z
冨
2
2
3
6
2
Z）
の
ベ
ル
リ
ン
の
代
議
員
が
報
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
左
官
同
盟
の
加
盟
員

は
四
、

五
O
O名
で
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
背
景
と
、
さ
ら
に
同
年
九
月
の
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
大
会
の
成
功
と
が
あ
っ
た
の
で
ラ
ッ
サ
l
ル

「
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
一
の
正
式
の
メ
ン
バ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
で
一
八
六
九
年
九
月
に
わ
ず
か
五
C
O
名
前
後
だ
っ
た
に
し
て

も
、
イ
ザ
と
い
う
と
き
に
は
多
数
の
労
働
者
を
動
員
で
き
る
自
信
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
ラ
ッ
サ
l
ル
派
も
ヒ
ル
シ
ュ
派
も
、

派
と
し
て
は
、

互
い
に
集
会
権
を
尊
重
し
合
っ
て
妨
害
を
差
控
え
て
い
た
が
、

粉
砕
す
る
方
針
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
実
行
し
た
c

こ
の
一
八
六
九
年
秋
か
ら
、
ラ
ッ
サ
l
ル
派
は
ヒ
ル
シ
ュ
派
の
集
会
を
妨
害
し

そ
こ
で
、
た
ま
り
か
ね
た
進
歩
党
は
ベ
ル
リ
ン
の
地
盤
を
確
保
す
る
た
め
同
年
十
一
月
に
労
働
者
大
会
を
企
画
し
た
。
機
械
工
を
支
持
層
と

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

四

し
で
も
っ
て
い
る
関
係
か
ら
ベ
ル
リ
ン
市
の
北
部
で
な
ら
ば
ラ
ッ
サ
l
ル
派
に
対
抗
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
月
廿
八
日

（
日
曜
）
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ズ
ム
を
会
場
と
し
て
こ
れ
ぞ
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

ほ
ん
と
う
の
ネ
ラ
イ
は
最
近
の
自
派
の
集
会
に
た
い
す
る
ラ

ツ
サ
l
ル
派
の
妨
害
問
題
を
取
り
あ
げ
て
対
抗
策
を
講
ず
る
こ
と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
準
備
委
員
会
に
召
集
さ
れ
た
の
は
．
機
械
工
と
し

て
は
ア
ン
ド
レ

l
ア
ッ
ク
（
〉
ロ
仏
門
巾
m
w
W
）
、
フ
ェ
ッ
タ
l
ラ
イ
ン
、
キ
ッ
ツ
マ
ン
、

ハ
イ
ム
、
ク
ノ
プ
ケ
、
デ

l
ネ
ル
、

ホ
ッ
ペ
、
ミ
ュ
ラ
l
の

八
名
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
に
ブ
リ
キ
工
オ
ッ
テ
、

指
物
工
エ

l
ヴ
ァ
ル
ド

l
、
技
師

（同ロ
moHH芯
己
『
）
梢
フ
ル

l
ム、

「
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
協

ム一山」

の
会
長
ク
レ
ー
プ
ス
、

同
協
会

ω
メ
ン
バ
ー
た
る
ユ

l
リ
ウ
ス
・
マ
イ
ヤ

l
、
「
工
場
労
働
者
地
区
組
会
」

（
。
円
円
印
刷
’

qmH1角
川
町
民
仏

2
1

匂

ω
－
u
司日付
l
g
H
H
門日出血－
H
E
m
w円

σ刊
日
宮
司
）
の
ラ
ン
ト
グ
ラ
l
フ
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
機
械
製
造
諸
工
場
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
プ
ラ

カ
ー
ド
が
掲
出
さ
れ
た
。
「
友
で
あ
り
、
同
じ
労
働
者
仲
間
で
あ
る
・
ι削
君
。
諸
君
が
明
日
ω
μ
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ズ
ム
μ

に
お
け
る
集
会
に
、

ぜ
ひ

と
も
多
数
出
席
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル
リ
ン
の
労
働
者
た
ち
が

H
知
性
あ
る
労
働
者
H

（宮門巾

E
m四ロ
g
k
r号
巴
l

Z
Sと
い
う
名
を
与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
主
と
し
て
明
日
の
集
会
の
成
功
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア

l
博
士

の
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
能
械
製
造
諸
工
場
が
n
愚
鈍

ι育
成
場
u

（∞

E
Z
S
3
0
門】刊吋

U
E
E
H同町四日け）

で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
事
実

は
そ
う
で
な
く
、

一
八
四
八
年
の
と
き
と
同
じ
精
神
が
機
械
工
の
な
か
に
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
を
彼
ら
に
見
せ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ

わ
れ
は
今
日
ま
で
あ
ま
り
に
も
久
し
く
一
つ
の
政
党
｜
｜
た
し
か
に
小
さ
く
は
あ
る
が
、

よ
く
組
織
さ
れ
た
政
党
｜
｜
か
ら
後
見
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
弊
害
を
明
日
は
矯
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
、

い
や
し
く
も
正
し
く
考
え
る
労
働
者
な
ら
、
若
干
の
予
備
討
議
に
参
加
で
き

る
た
め
に
、
十
一
時
で
な
く
九
時
に

H
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ズ
ム
μ
に
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
不
一
致
を
予
防
す
る
た
め
に
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ

の
ア
ン
ド
レ

I
ア
ッ
ク
を
わ
れ
わ
れ
の
合
言
葉
に
し
よ
う
c
」
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
或
る
程
E

度

ω巧
妙
ヨ
で
、
当
時
ま

だ
機
械
工
の
あ
い
だ
に
生
き
て
い
た
伝
統
（
吋

E
E
Z
oロ
gー
）
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
評
し
て
い
る
。

一
八
四
八
年
の
精
神
を
も
ち
出

し
た
と
こ
ろ
は
、
そ
う
評
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
資
本
主
義
的
経
営
と
た
た
か
う
た
め
で
は
な
く
、
ラ
ッ
サ

l
ル
派
と
た
た



か
う
た
め
に
四
八
年
の
精
神
を
か
つ
ぎ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
苦
し
い
と
こ
ろ
だ
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
、
－
1
1機
械

工
の
組
会
は
と
に
か
く
或
る
程
度
の
強
さ
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
集
会
の
主
催
者
た
ち
は
、
今
度
こ
そ
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
奇
襲
を
受
け
る
こ
と

は
あ
る
ま
い
、
機
械
工
た
ち
は
正
確
に
午
前
九
時
に
会
場
に
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
だ
が
、
慎
重
を
期
し
て
、
ま
ず
頼
り
に
な
る

労
働
者
た
ち
が
九
時
か
ら
背
後
の
入
口
を
通
っ
て
先
に
広
聞
に
入
り
、
し
か
る
の
ち
正
面
の
入
口
の
扉
を
聞
く
手
筈
に
し
た
。
だ
が
、
今
度
も

先
に
集
っ
て
き
た
の
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア

l
派
の
労
働
者
だ
っ
た
。
朝
の
八
時
に
は
何
千
人
と
い
う
労
働
者
が
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ズ
ム
を
と
り
囲
ん

で
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
背
後
の
入
口
か
ら
約
九
O
人
が
広
聞
に
入
っ
た
の
ち
、
そ
の
背
後
の
入
口
を
釘
づ
け
に
し
た
の
で
、
進
歩
党
系
の
野
働

者
は
一
人
も
広
聞
に
入
れ
な
い
。
外
に
は
、

い
よ
い
よ
数
を
増
す
大
衆
が
ひ
し
め
い
た
。
あ
と
か
ら
来
た
進
歩
党
系
の
機
械
工
は
、
ラ
ッ
サ
l

ル
派
が
固
め
て
い
る
人
聞
の
堕
の
た
め
に
会
場
に
近
づ
け
な
い
。
と
う
と
う
十
時
半
に
な
っ
て
庭
園
の
扉
が
聞
か
れ
、
広
聞
に
ナ
ダ
レ
込
ん
だ

が
、
辛
う
じ
て
三
分
の
一
が
進
歩
党
系
と
中
立
、
残
り
三
分
の
ニ
は
ラ
ッ
サ
l
ル
派
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
工
場
の
進
歩
党
系

の
機
械
工
で
、
機
械
工
組
合
長
で
も
あ
る
ア
ン
ド
レ

l
ア
ッ
ク
が
午
前
十
一
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
会
議
の
召
集
者
と
し
て
開
会
の
辞
を
述
べ

た
が
、
彼
は
労
働
者
が
互
い
に
肉
を
切
り
裂
き
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
巧
妙
に
説
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
お
互
い
に
対
立
し
た
り
し
な
い
で
、

並
び
進
ん
で
ゆ
け
る
よ
う
な
道
、
以
前
あ
な
た
方
（
ラ
ッ
サ
l
ル
派
）

の
苦
し
か
っ
た
時
代
に
私
た
ち
が
と
っ
た
よ
う
な
道
を
見
つ
け
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
の
も
つ
唯
一
の
権
利
で
あ
る
集
会
権
を
空
し
い
も
の
と
し
た
く
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
議
長
選
挙
に
な
る

と
、
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
テ
ル
ケ
が
圧
倒
的
多
数
で
当
選
し
、
ア
ン
ド
レ

l
ア
ッ
ク
は
惨
敗
し
た
。
副
議
長
選
挙
に
は
、
あ
ら
た
め
て
ア
ン
ド
レ

l

ア
ッ
ク
が
推
薦
さ
れ
た
け
れ
ど
も
議
長
テ
ル
ケ
は
、

ア
ン
ド
レ

l
ア
ッ
ク
を
後
ま
わ
し
に
し
て
、
ラ
ッ
サ
l
ル
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
リ
ュ
プ
カ

ー
ト
の
方
を
先
に
表
決
に
か
け
た
の
で
、
た
い
へ
ん
な
騒
ぎ
に
な
っ
た
3

機
械
工
の
あ
い
だ
で
は
、
開
会
に
先
だ
っ
て
妥
協
が
成
立
し
て
両
派

か
ら
一
名
づ
つ
の
議
長
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
噂
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
テ
ル
ケ
も
や
む
を
え
ず
、
ま
ず
ア
ン
ド

レ
l
ア
ッ
ク
に
つ
い
て
、
そ
れ
か
ら
リ
ュ
プ
カ

l
ト
に
つ
い
て
表
決
に
問
う
た
。
リ
ュ
プ
カ

l
ト
が
当
選
し
た
が
、
彼
は
受
諾
じ
な
い
。
し
か

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

五



一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
湾
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

」

ノ、

し
何
回
や
っ
て
も
リ
ュ
プ
カ
l
ト
が
圧
倒
的
多
数
な
の
で
、

つ
い
に
受
諾
し
た
。
筆
記
者
も
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
ハ

l
セ
ル
マ
ン
が
選
ば
れ
た
。

ア
ン
ド
レ

l
ア
ッ
ク
自
身
が
絶
対
に
受
諾
の
意
志
の
な
い
こ
と
を
宣
言
し

（註
U
｝

た
の
で
、
け
っ
き
ょ
く
役
職
は
三
っ
と
も
ラ
ッ
サ
！
ル
派
に
独
占
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

乙
の
と
き
も
ヒ
ル
シ
ュ
派
は
ア
ン
ド
レ

l
ア
ッ
ク
を
推
薦
し
た
が
、

ポ
ル
ー
ジ
ッ
ヒ
工
場
は
一
八
五
四
年
七
月
六
日
に
創
立
者
ヨ

l
ハ
ン
・
カ

l
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ボ
ル
ひ
ッ
ヒ

（一『
oymHロロー

同
mw
己
lM叩
円
日
早

z
n
F
l
〉ロ

m
gけ
切

0
2
f
u
同∞。
A
F－
－

H

∞巴）

が
死
ん
で
、

息
子
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ

1
リ
ワ
ス
・
ア
ル
パ

l
ト
・
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ

（

K
F己

m
C
2
1
E－吉田
lkσσ
円
円
切
。
吋
的
古
切
屈
指

I
H∞寸∞）

が
継
承
し
て
い
た
。

父
の
ボ
ル
ひ
ッ
ヒ
は
大
工
の
子
と
し
て
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
生

;h, 、

ベ
ル
リ
ン
工
業
学
校
を
一
人
二
五
年
に
出
て
、

ベ
ル
リ
ン
の
エ

1
ゲ
ル
ス

（』・
l
k
r
・H
w
m
巴
－
印
）
製
鉄
・
造
機
工
場
に
一
入
三
六
年
ま
で
勤

め
た
の
ち
、

一
八
三
七
年
に
同
じ
く
ベ
ル
リ
ン
に
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
機
械
製
造
工
場
を
創
立
し
た
。
当
初
は
労
働
者
数
も
せ
い
ぜ
い
五
O
人
く
ら
い

で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
し
だ
い
に
増
加
し
て
一
八
四
七
年
に
は
、

一
、
ニ

O
O
人
に
達
し
た
。
彼
が
死
ん
だ
一
人
五
四
年
ま
で
に
、
す
で
に
機

関
車
五
O
O
台
を
生
産
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
鉄
を
買
っ
て
い
た
の
で
製
鉄
を
お
こ
な
う
必
要
を
感
じ
、

一
入
四
七
年
に
ベ

ル
リ
ン
に
近
い
モ
ア
ピ

l
ト

（冨

S
Eけ
）
に
溶
鉱
炉
を
建
設
し
、

工
場
を
増
設
し
て
い
る
。

こ
の
モ
ア
ピ

l
ト
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
営
の

「
海
外
商
事
」

（口町。

ω巾
各
由
民
門
出
口
同
問
）
が
造
機
工
場
（
労
働
者
二
八
四
名
）
を
も
っ
て
い
た
が
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
は
こ
れ
を
一
人
五
O
年
十

一月、

一
四
万
タ
l
ラ
l
で
購
入
し
、
や
が
て
そ
れ
を
拡
大
し
て
、

こ
こ
だ
け
で
も
約
六
O
O名
を
雇
用
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ハ
メ
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ

が
死
ん
だ
と
き
、
息
子
の
ボ
ル
リ
ジ
ッ
ヒ
は
二
五
才
だ
っ
た
が
、
す
で
に
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
諸
国
の
大
工
場
を
訪
れ
て
見
聞
を
ひ
ろ
め
て
い

て
、
父
の
遺
業
を
つ
い
さ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
木
工
場
お
よ
び
モ
ア
ピ

l
ト
の
分
工
場
は
い
ず
れ
も
拡
張
さ
れ
た
の

で
、
従
業
員
も
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

一
八
六
0
年
代
の
労
働
者
数
は
わ
か
ら
な
い
。

一
八
七
五
年
に
は
従
業
員
数
は
三
、

0
0
0名
を

こ
え
て
い
る
。
一
八
五
O
年
に
す
で
に
一
、
八
0
0名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、

（
註
辺
）

と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
六
0
年
代
に
は
二
、

0
0
0名
以
上
で
あ
っ
た



か
ら
な
い
。

ベ
ル
リ
ン
で
最
も
古
い
機
械
製
造
工
場
は
フ
ロ
イ
ン
ト

ボ
ル
ジ
ァ
ヒ
の
ほ
か
に
も
機
械
を
つ
く
る
工
場
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
首
働
者
数
な
ど
詳
し
い
事
情
は
わ

（
抗
日
）

の
工
場
だ
と
い
わ
れ
る
じ

（
の
・
ゎ
・
句
史
己
同
門
田
）

一
人
六
二
年
マ
ク
デ

一
八
六

0
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
に
は
、

ブ
ル
ク
に
農
業
用
汽
勤
前
一
製
造
を
主
と
す
る
工
場
を
つ
く
っ
た
ヴ
ォ
ル
フ

（河・
4
〈
。
日
間
）
が
、

ま
だ
二
十
才
で
あ
っ
た
一
八
五
一
年
、
機
械

ω

製
造
技
術
を
学
ぼ
う
と
し
て
入
社
し
た
り
は
、

ベ
ル
リ
ン
の
ヴ
ェ

l
ラ
l
卜
（
巧
α
E
2門）

工
似
切
だ
っ
た
Q

こ
の
こ
ろ
す
で
に
ベ
ル
リ
ン
は
、

機
械
の
製
造
に
か
け
て
は
ド
イ
ツ
の
中
心
地
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ο

ヴ
ェ

1
ラ
l
ト
工
場
は
ヴ
ォ
ル
フ
が
入
社
す
る
前
か
ら
機
関
阜
の
製
造
を

は
じ
め
て
い
た
の
で
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
は
競
争
の
た
め
機
関
車
の
値
段
を
で
き
る
だ
け
下
げ
て
い
た
と
い
う
。
ヴ
ェ

l
ラ
l
ト
工
場
に
は
、
の
ち

に
独
立
し
て
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
に
グ
ル

l
ゾ
ン
工
場
を
つ
く
る
ヘ
ル
マ
ン
・
グ
ル

l
ゾ
ン

（国
2
1
5山
口
同

。2
8同
）
が
技
師
長
と
し
て
川
躍
し

て
い
た

ωで
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
こ
の
工
場
を
巡
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
工
場
主
ヴ
ェ

l
ラ
l
ト
は
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
な
ど
と
と
も
に
ド
イ
ツ
第
一
級
の

（位
M
｝

工
業
・
家
と
し
て
聞
え
て
い
た
。
以
上

ω
フ
ロ
イ
ン
卜
、

工
業
界
に
進
出
し
て
き
て
い
た
の
が
、

ホ
ツ

ペ

（国
O
H
V
U
叩
）
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
プ
フ
（
ωの
町
若
宮
－
H
N
r
0
1
3

エ
l
ゲ
ル
ス
、
ヴ
ェ

l
ラ
l
卜
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
な
ど
か
ら
遅
れ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
造
機

（校一
M
）

で
あ
る
。
ま
た
ヴ
ォ
ル
フ
が
一

八
六
二
年
に
自
分
け
工
場
の
建
設
に
と
り
か
か
っ
た
と
き
、

工
場
に
設
置
す
る
機
械
に
つ
い
て
は
発
注
先
を
ず
い
ぶ
ん
吟
味
し
て
い
る
が
、
縦

二
五
フ
ィ
ー
ト
の
台
に
一

0
イ
ン
チ
の
高
さ
の
切
削
尖
端
を
も
っ
旋
盤
を
注
文
し
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ヴ
ェ
デ
ィ
ン
グ
（
宅
・
4
〈
え
色
民
間
）

（
注
目
）

工
場
だ
っ
た
c

こ
れ
ら
の
工
場
は
ど
れ
も
一
八
六

0
年
代
に
相
当
大
き
な
規
棋
の
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
数
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
れ

ば
こ
そ
ベ
ル
リ
ン
の
機
械
工
は
、
ラ
ッ
サ
l
ル
派
に
対
抗
す
る
一
大
勢
力
と
な
り
え
た
の
で
＋
の
ろ
う
。

五

ベ
ル
リ
ン
の
機
械
工
に
つ
い
て
は
前
項
に
述
べ
た
が
、
何
ゆ
え
に
彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
ベ
ル
リ
ン
以
外

の
地
域
の
機
械
工
の
動
き
と
比
較
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
問
題
は
、
さ
ら
に
機
械
の
製
造
以
外
の
部
門
の
工
場
労
働
者
の
動
き
と
も
関

一
八
六
O
伍
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

七



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
申
）

連
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
稿
の
は
じ
め
に
も
断
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、

八

一
入
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
の
史
的
研
究
は
、

乙

う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
極
め
て
未
開
拓
で
あ
り
、
工
場
の
統
計
資
料
な
ど
も
一
八
四
0
年
代
、

五
0
年
代
お
よ
び
七
0
年
代
に
つ
い
て
は
比

十
分
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
（
国
ω
S
O
2
4『・吋，
Z
O向日
O円。

ωH
河

g
Z
E巴
o
p

較
的
に
多
く
帯
在
し
て
い
る
の
に
、
六
0
年
代
は
驚
く
ほ
ど
す
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歎
き
は
、
も
ち
ろ
ん
筆
者
の
浅
学
と
調
査
不

同

N
0・4
0
E
2
0凶
”
剛
山

g－
n巴
oロ
・
切
の

O凶
O
B
W印

表
、
と
く
に
二
八
ニ
ぺ

l
p
に
あ
げ
て
い
る
も
の
に
は
、

m
H
E
司
oロ
仲
町
内
H

帥
宮
の
耳
目
加
国
対

H∞
Hm｜
昌
司
・
同
M
Z
H
H
S
Z
H
H
H＠
切
∞
・
の
記
述
そ
の
も
の
は
本
稿
に
ほ
と
ん
ど
役
立
た
な
い
が
、
末
尾
の
文
献

筆
者
の
参
照
し
え
な
か
っ
た
も
の
が
多
い
。
）

東
ド
イ
ツ
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
の
学
界

で
も
新
史
料
を
出
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
参
照
で
き
た
乏
し
い
材
料
で
や
っ
て
ゆ
く
ほ
か
は
な
い
。
そ
う
な
る

本
稿
の
は
じ
め
に
触
れ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
キ
ス
ト
ラ
1
の

と
、
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
以
外
の
地
区
で
工
場
の
状
態
が
比
較
的
に
詳
し
く
わ
か
る
の
は
、
パ

l
デ
ン
と
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
地
区
と
で
あ
る
。

（
一
九
五
四
年
刊
）

に
よ
る
と
、

「
一
八
四
九
｜
｜
七
O
年
の
パ

l
デ
ン
に
お
け
る
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
事
情
」

機
械
の
製
造
そ
の
ほ
か
鉄
加
工
工
場
の
一
入
六
0
年
代
に
お
け
る
労
働
者
数
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

次
に
な
ら
べ
て
み
た
。

（
労
働
者
数
の
下
の
カ
ッ
コ
内
の
年
数
は
調
査
年
あ
る
い
は
年
代
を
示
す
）

る
。
キ
ス
ト
ラ
ー
が
創
立
年
あ
る
い
は
年
代
を
あ
げ
て
い
る
も
の
は
、
工
場
名
の
下
に
カ
ッ
コ
で
付
記
す
る
。
野
働
者
数
の
多
い
も
の
か
ら
順

工

場

名

主

要

製

ロ
ロロ

所

在

地

カ
ー
ル
ス
ル
l
エ
（
一
八
四
0
年
代
）

機
関
車
、
客
・
貨
車
鞠

カ
ー
ル
ス
ル
l
エ

ベ
ン
キ
l
ザ
l
兄
弟

（
鉄
鋼
加
工
）

プ
フ
ォ
ル
ツ
ハ
イ
ム

プ
レ
l
ツ
イ
ン
ゲ
ン

カ
l
ル
ス
ル
l
エ

イ
ン
メ
ン
デ
イ
ン
ゲ
ン

シ
ュ
ミ
l
ダ
l

・
ウ
ン
ト
・
マ
イ
ヤ
i

鉄
道
の
客
・
貨
車
輔

フ
ュ
ル
ス
ト
リ
ッ
ヒ
・
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
（
諸
機
械
）

労

働

者

数

『七
O
O
（
一
八
六
一
年
）

」
九
三
ニ
こ
八
六
六
年
）

｝
七
七
三
（
一
八
六
七
年
）

ニハ
O
O
（
一
八
六
0
年
代
末
）

三
四
O
（
一
八
六
九
年
）

一五
O
（
一
八
六
五
年
と
ろ
〉

九
二
（
一
八
六
九
年
）



フ

ァ

ル

カ

ウ

針

金

、

ネ

ジ

H
・

フ

ッ

ク

ス

鉄

道

の

車

鞠

パ
フ
サ
！
？
ン
・
ウ
ン
ト
・
モ
ン
ト
（
一
八
六
五
年
）
ミ
ン

ハ
イ
ト
・
ウ
ン
ト
・
ノ
イ
（
一
八
六
O
年

）

ミ

シ

ン

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ン
ツ
（
一
八
六
七
年
）
マ
グ
サ
切
断
機
・
打
熟
機

マカマハカ
ン l ンイ l
ハルハデル
イスイ Jレス
ム Jレムベ‘ Jレ
I Jレ l
エ クエ

（ 

） 

ン

九
一
ご
八
六
九
年
ご
ろ
）

八
六
（
一
八
六
九
年
）

六
九
二
八
六
九
年
）

六
二
（
一
八
六
0
年
代
末
）

五
八
（
一
八
六
九
年
）

そ
の
ほ
か
に
造
機
お
よ
び
鉄
加
工
の
工
場
で
二

O
名
以
と
を
使
用
す
る
も
の
が
二

O
あ
っ
て
、
そ
の
労
働
者
数
は
合
計
六

O
三
名
（
一
八
六

（
註
げ
）

九
年
）
に
な
る
と
い
う
。
一

状
態
に
お
ち
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

キ
ス
ト
ラ
ー
が
一
人
六
0
年
代
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
｜
｜
パ

l
デ
ン
の
諸
工
場
の
労
働
者
は
、
時
と
し
て
困
難
な
生
活

一
人
六
人
年
ま
で
は
、
ど
こ
に
も
労
使
の
あ
い
だ
に
比
較
的
重
大
な
緊
張
関
係
が
生
じ
な
か
っ
た
。

賃
労
働
者
の
唯
一
の
団
結
で
あ
っ
た
労
働
者
教
養
協
会
は
、

げ
に
ま
た
、
労
働
者
の
な
か
の
最
も
生
活
困
難
な
層
に
は
、

ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
「
教
養
」
を
高
め
る
こ
と
だ
け
に
専
念
し
た
の
で
、

そ
れ
だ

ほ
と
ん
ど
魅
力
を
発
揮
し
え
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
パ

l
デ
ン
産
業
の
地
域
的
分

散
、
ま
た
産
業
労
働
者
と
農
業
と
の
依
然
と
し
て
密
接
な
結
合
、

こ
う
い
っ
た
事
情
の
た
め
に
こ
の
国
で
は
、
賃
労
働
者
の
状
態
の
改
善
を
要

求
す
る
た
め
の
団
結
が
賃
労
働
者
そ
の
も
の
の
な
か
か
ら
発
生
す
る
の
を
妨
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ツ
労
働
者
同
盟
を
結
成
し
た
の
ち
も
、
パ

l
デ
ン
の
労
働
者
教
養
協
会
は
そ
れ
と
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

一
人
六
三
年
ラ
ッ
サ

l
ル
が
全
ド
イ

工
は
「
全
ド
イ
ツ
葉
巻
工
同
盟
」
に
加
盟
し
た
が
、
パ

l
デ
ン
全
体
と
し
て
は
そ
れ
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
八

一
八
六
五
年
に
マ
ン
ハ
イ
ム
の
葉
巻

六
八
年
に
な
る
と
、
情
勢
が
変
っ
て
く
る
。
こ
の
年
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
の
総
会
で
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
は
労
働

宣
明
し
た
。

岡
市
の
仕
立
工
組
会
（

ω各
国
巴
門
凶

2
4
2巴同）

組
会
設
立
の
方
針
を
貫
徹
し
、
余
勢
を
か
つ
て
同
年
十
二
月
パ

l
デ
ン
に
乗
り
こ
み
、
ま
ず
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
で
の
集
会
に
彼
の
諸
原
理
を

に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア

l
の
演
説
、
お

こ
の
集
会
は
、

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
か
ら
や
っ
て
来
た
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
の
活
動
家
の
呼
び
か
け
は
、
パ

l
デ
ン
の
な

よ
ぴ
マ
ン
ハ
イ
ム
、

マ
イ
ン
ツ
、

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

;;It 



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

問。

か
に
も
新
た
な
支
持
者
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
支
持
者
は
、
十
二
月
廿
二
日
マ
ン
h

イ
ム
で
工
場
条
令
を
と
り
あ
げ
、

そ

れ
が
災
害
保
障
措
置
な
ど
を
含
b
か
ぎ
り
で
は
承
認
で
き
る
が
、
使
用
者
だ
け
に
権
利
を
認
め
て
労
働
者
に
は
義
務
だ
け
を
押
し
つ
け
る
契
約

条
件
を
含
む
点
に
つ
い
て
こ
れ
を
非
難
す
る
決
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
じ
十
二
月
に
、
パ

i
デ
ン
に
隣
接
す
る
ス
イ
ス
領
パ

l
ゼ

ル
の
例
に
な
ら
っ
て
第
一
イ
ン
タ
ー
の
支
部
が
パ

l
デ
ン
園
内
の
レ
ラ
ッ
ハ

（ド
α吋
E
の
何
回
）
に
設
立
さ
れ
る
と
、
パ

l
デ
ン
当
局
は
大
い
に
警

戒
の
目
を
光
ら
せ
る
。

レ
ラ
ッ
ハ
支
部
の
規
約
で
は
公
益
的
目
的
だ
け
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
規
約
に
よ
る
と
パ

l
ゼ
ル
支
部
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
パ

l
ゼ
ル
支
部
は
明
ら
か
に
「
公
共
の
安
寧
を
お
び
や
か
す
諸
国
的
」
を
追
求
し
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
め
る
。
だ
か
ら
パ

l

ゼ
ル
に
不
穏
の
動
き
が
あ
る
と
、
要
慎
の
た
め
当
局
は
二
週
間
も
レ
ラ
ッ
ハ
支
部
を
閉
鎖
さ
せ
、
さ
ら
に
掛
官
を
レ
ラ
ッ
ハ
に
送
っ
て
い
る
。

年
が
明
け
て
一
八
六
九
年
に
入
る
と
、
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟

ωパ
l
デ
ン
に
お
け
る
活
動
は
一
段
と
強
佑
さ
れ
る
u

こ
う
な
る
と
、
パ

l
デ

ン
の
労
働
者
教
養
協
会
は
統
一
的
態
度
を
う
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
活
動
に
対
抗
し
て
労
働
者
引
仏
汎
な
屑

ωな
か
に
十

分
の
支
援
を
見
い
だ
し
得
な
い
。
周
年
二
月
、
全
ド
イ
ツ
労
・
働
者
同
盟

ρ活
動
家
、

H
・
フ
埼
ン
・
ボ
ル
ス
ト
、
ケ
ル
シ
ュ
、

ハ
ウ
シ
ュ
タ
イ
ン

の
三
名
が
パ

l
デ
ン
の
諸
都
市
を
ま
わ
っ
て
集
会
を
開
い
た
。
そ
の
集
会
は
成
功
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
で
な
い
と
ζ

ろ
も
あ
っ
た
が
、

レ
ラ
ッ
ハ
や
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
来
た
パ

l
デ
ン
土
着
の
運
動
員
、
お
よ
び
「
カ

l
ル
ス
ル

i
エ
機
械
製
造
工
場
」
か
ら
来

（
註
刊
日
）

た
活
動
家
に
よ
っ
て
支
援
吉
れ
た
ー
ー
ー
と
キ
ス
ト
ラ
l
は
述
べ
て
い
る
c

彼
が
パ

l
デ
ン
に
お
け
る
労
働
運
動
の
低
調
だ
っ
た
理
由
を
、
パ
－

そ
の
さ
い
彼
ら
は
、

デ
ン
産
業
の
地
域
的
分
散
、
お
よ
び
産
業
労
働
者
と
農
業
と
の
結
合
に
求
め
て
い
る
の
は
興
味
ふ
か
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
の
ち
に

検
討
す
る
。

こ
こ
で
「
カ

l
ル
ス
ル

l
エ
機
械
製
造
工
場
」

（冨

gn窓
口
gHFσ
丘
町
同
mw

ユ∞
E
F
O）

の
名
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

注
目
に
値
し
よ
う
。
機
械
工
の
な
か
に
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
活
動
家
が
生
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
工
場
は
上
記
の
リ
ス
ト
の
第
一
位
に
出

て
い
る
が
、
ヮ

l
ク
ホ
イ
ゼ
ル

（4
〈
m
w
m
何回以白田町】）

製
糖
工
場
（
本
工
場
だ
け
で
一
八
六
九
年
の
労
働
者
六
O
一
名
、

ほ
か
に
分
工
場
が
三
つ



あ
っ
て
、
そ
の
労
働
者
二
二
人
名
）
お
よ
び
エ
ッ
ト
リ
ン
ゲ
ン
（
切
ロ
ロ
ロ

m
g）
紡
績
織
布
工
場
（
一
八
六
O
年
労
働
者
一
、
八
O
O名
）
と

と
も
に
パ

l
デ
ン
の
三
大
工
場
と
い
わ
れ
た
。

一
八
四
七
年
に
は
ワ
l
ク
ホ
イ
ゼ
ル
お
よ
び
エ
ッ
ト
リ
ン
ゲ
ン
と
同
じ
く
カ
l
ル
ス
ル
l
エ
機

械
製
造
工
場
も
経
営
不
振
に
お
ち
い
っ
た
が
、
政
府
が
株
の
十
分
の
一
を
も
ら
、
さ
ら
に
ケ
ル
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン

の
銀
行
家
が
援
助
し
た
の
で
立
ち
な
お
り
、

一
八
五
六
年
に
は
労
働
者
一
、
二

O
O
名
と
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
全
盛
期
に
達
し
た
。

一
八
六
O

年
代
に
は
造
機
工
場
い
か
パ

I
デ
ン
園
内
に
い
く
つ
も
新
設
さ
れ
、
従
来
の
諾
工
場
も
発
展
し
た
が
、
造
機
部
門
で
は
こ
の
工
場
が
や
は
り
最
大

J

－っこ。

み
J

ベナ・

一
八
六
0
年
代
の
初
め
に
は
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

そ
れ
も
克
服
し
て
一
入
六
二

l
l
i
六
三
年
の
経
営
年
度
に
は
四
パ
l
セ
ン

ト
、
つ
ぎ
の
六
三
｜
｜
－
六
四
経
嘗
年
度
に
は
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
を
し
て
い
る
。
六
五
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
は
戦
争
気
が
ま
え
で

大
砲
の
受
注
高
が
ふ
え
て
い
る
が
、
し
か
し
全
体
と
し
て
は
、
や
は
り
鉄
道
の
車
輔
、
タ
ー
ビ
ン
、
回
転
台
そ
の
ほ
か
の
工
場
施
設
が
主
た
る

製
品
で
あ
っ
た
。

翌
年
に
は
七
七
三
名
と
な

（
役
目
）

り
、
会
ら
に
六
0
年
代
の
末
（
は
っ
き
り
し
た
年
数
を
キ
ス
ト
ラ
l
は
記
し
て
い
な
い
）
に
は
六
O
O名
に
減
少
し
て
い
る
c

こ
う
し
た
人
員

労
働
者
数
は
上
記
の
リ
ス
ト
で
わ
か
る
よ
う
に
、

一
人
六
六
年
に
は
九
三
二
名
だ
っ
た
の
が
、

減
少
す
な
わ
ち
ク
ピ
切
り
が
、
さ
き
に
見
た
よ
う
な
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
活
動
家
の
発
生
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ク
ビ
切
り
こ
そ
、
労

働
者
の
自
覚
を
高
め
、
資
本
主
義
の
欠
陥
を
最
も
明
確
な
形
で
野
働
者
た
ち
に
見
せ
つ
け
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
減
員
は
ク

ピ
切
り
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
労
働
者
の
移
動
の
は
げ
し
い
当
時
の
こ
と
と
て
、
減
っ
た
労
働
者
の
補
充
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
封
働
者
の
移
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
も
後
述
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
詳
し
い
史
料
が
な
い
の
で
、
カ
ー
ル

ス
ル

l
エ
工
場
の
人
員
減
と
封
働
者
意
識
と
の
つ
な
が
り
は
、
ど
ち
ら
と
も
断
定
で
き
な
い
。

つ
ぎ
に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、

ヨ
l
ゼ
フ
・
グ
ラ
ス
マ
ン
の
「
十
九
世
紀
ア
ウ
ク
ス
グ
ル
ク
産
業
の
発
展
」

（
一
八
九
四
年
刊
）

カ2

一
八
六
0
年
代
の
工
場
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
ω

そ
れ
に
よ
っ
て
主
な
造
機
工
場
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な

。マ。
創
立
年
の
わ
か
る
も
の
は
工
場
名
の
下
の
カ
ッ
コ
内
に
付
記
し
た
。
労
働
者
数
の
下
の
カ
ッ
コ
内
の
年
数
は
調
査
の
年
を
一
示
す
。
所
在
地

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

四



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

四

は
い
ず
れ
も
ア
ウ
ク
ス
フ
ル
ク
市
。

工

場

名

労

働

者

数

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
（
冨
g
n
E
E
g
p
v
ユr
〉
z
m
ω
V
C
司m
叫
）
（
一
八
四
四
年
）

「四三
O
（
一
八
六
五
年
）

－
五
四
O
（
一
八
六
九
年
）

『
ゴ
コ

2
0
（
一
八
六
五
年
）

戸
三
九
O
（
一
八
六
九
年
）

一
八
二
（
一
八
六
九
年
）

五
O
（
一
八
六
五
年
）

L
・
A
－
リ

l
デ
ィ
ン
ガ
l

（
ヨ
コ
出
回
「
〉
・
何
回
oazmmwア
宮
曲
目
n
Eロ
ゆ
ロ
ロ
ロ
仏
国
吋
O
ロ円。若田吋叩ロ
p
v
z
r）

（
一
八
五
七
）

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ
l
ク
（
冨
曲
目
窓
口
。
ロ
ロ
ロ
仏
河
合
F
Eロ
Fσ
ユr
〈ロロ』
E
Y
M
W
2
2
2

回
目
一
周
）
（
一
八
四
三
年
）

ヌ
ス
パ
ウ
マ
I
兄
弟
（
宮
司
HH岡田の叩ぴ吋・

Z
Z印
刷

σmHM505

右
の
う
ち
、

リ
l
デ
ィ
ン
ガ
l
は
機
械
の
ほ
か
に
青
銅
品
を
も
製
造
し
、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ

l
ク
は
、
機
械
と
と
も
に
導
管
も
つ
く
っ
て
い

る
。
以
上
の
ほ
か
に
、
真
鍋
加
工
を
す
る
工
場
と
し
て
、

ヨ
l
ゼ
フ
・
ア
ン
ト
ン
・
ベ
ッ
ク
（
』
O
凹
え
〉
ロ
S
ロ
回
叩
n
f
h
w
の－
0

・）

「二
O
O
（
一
八
六
五
年
）

ご
一
六
O
（
一
八
六
九
年
）

（
杭
却

が
あ
る
。
グ
ラ
ス
マ
ン
に
よ
る
と
、

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
労
働
者
の
あ
い
だ
に
も
、

一
八
六
九
年
に
社
会
主
義
運
動
が
入
っ
て
く
る
。
労
働
者
の
不
満

が
か
き
た
て
ら
れ
、
賃
上
げ
、
労
働
時
間
短
縮
、
悪
質
雇
主
排
斥
な
ど
を
目
ざ
し
て
、

い
く
つ
か
の
工
場
に
ス
ト
が
お
こ
り
、
そ
の
一
部
は
成

功
し
て
い
る
。

「
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
機
械
製
造
工
場
」

は
一
八
六
九
年
八
月
に
こ
れ
ま
で
の
十
二
時
間
労
働
を
十
一
時
聞
に
短
縮
し
て
時
短
の

ト
ッ
プ
を
切
り
、
他
の
造
機
工
場
も
す
ぐ
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。

こ
の
地
区
の
繊
維
工
場
も
す
べ
て
一
人
六
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
労
働
時
聞
を

十
二
時
間
に
短
縮
し
た
。
（
繊
維
工
場
で
十
一
時
間
労
働
に
な
る
の
は
、
よ
く
や
く
一
八
八
九
年
の
こ
と
で
あ
る
o
）
こ
の
時
短
闘
争
一

ωた
め
に

｛
註
担
）

賃
下
げ
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
出
来
高
払
い
の
賃
金
率
が
引
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
情
ク
ラ
ス
マ
ン
は
労
働
運
動
の
内
容
や
経
過
や
活
動
家
な
ど
の
詳

し
い
こ
と
に
は
立
入
っ
て
い
な
い
の
で
、

ラ
ッ
サ
l
ル
派
が
造
機
工
場
の
な
か
に
ど
れ
ほ
ど
食
い
こ
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ



こ
で
は
ベ
ル
リ
ン
の
よ
う
に
機
械
工
心
犬
部
分
が
団
結
し
て
ラ
フ
サ

l
ル
派
に
対
抗
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
は
、
生
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。

ち
し
そ
う
し
た
状
況
が
存
在
し
て
い
た
ら
、
基
本
的
に
経
営
者
の
立
場
に
立
つ
グ
ラ
ス
マ
ン
は
必
ら
ず
そ
れ
に
言
及
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

．』－
J、

（

n
m） 

一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
に
紡
績
お
よ
び
織
布
工
場
の
労
働
者
の
名
が
ぽ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
奇
異
の
感

を
い
だ
か
せ
る
。
問
屋
制
家
内
工
業
で
ひ
ど
い
収
奪
を
受
け
て
い
る
ザ
ク
セ
ン
の
手
撤
労
働
者
が
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
派
の
主
た
る
基
盤
を
な
し
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
繊
維
工
場
の
労
働
者
は
こ
の
時
期
に
ど
う
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
を
解
く
た
め
に
は
、
当
時
の

紡
績
・
織
布
工
場
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、

こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
史
料
不
足
に
当
面
す
る
。

ハ
ン
ス
・
ハ
ウ
ス
ヘ
ル
の
「
近
世
経
済
史
」
（
一
九
五
五
年
刊
）

は
一
八
七
O
年
ご
ろ
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

十
九
位
紀
の
ド
イ
ツ

繊
維
工
業
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
ー
l
lド
イ
ツ
の
繊
維
工
業
と
し
て
以
前
に
最
ち
栄
え
た
の
は
リ
ネ
ン

（
亜
麻
）
工
業

J

－
コ
こ
1
、

L
f
h

て
み
れ
、
ヵ

こ
れ
は
紡
績
・
織
布
の
両
工
程
と
も
全
く
家
内
工
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
の
で
、
機
械
佑
が
困
難
だ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

や
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
重
要
販
路
が
閉
ぎ
さ
れ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ポ
ヘ
ミ
ア
で
は
一
段
と
安
い
価
格
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ

の
亜
麻
工
業
は
苦
境
に
立
つ
。
機
械
を
つ
か
う
紡
績
工
場
が
設
立
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
生
産
は
国
内
需
要
を
ま
か
な
う
に
足
り
な
い
。

八
六
四
年
に
な
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
内
の
ス
ピ
ン
ド
ル
数
は
わ
ず
か
に
二
一
八
、

五
O
O
で、

フ
ラ
ン
ス
の
六

O
万、

イ
ギ
リ
ス
の
一

そ
れ
が
副
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
地
方
で
は
機
械
化
の
進
展
に
つ

れ
て
消
滅
す
る
が
、
専
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
地
方
で
は
、
織
工
が
飢
餓
賃
金
で
は
た
ら
く
の
で
遅
く
ま
で
生
き
の
こ
っ
た
。
宙
く
か

七
五
万
と
は
ケ
タ
が
ち
が
う
。
手
織
と
し
て
の
リ
ネ
ン
織
布
業
は
、

ら
リ
ネ
ン
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
、
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
、
お
よ
び
ボ

l
デ
ン
湖
以
北
の
諸
地
域
が
そ

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
誠
一
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

日目



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
巡
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

四
四

う
で
あ
る
。
だ
が
、
リ
ネ
ン
糸
は
輸
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
総
じ
て
リ
ネ
ン
織
布
工
業
は
収
縮
し
て
ゆ
き
、
そ
の
収
縮
の
苦
し
み
は
、
家

内
工
業
と
し
て
そ
れ
に
従
事
す
る
貧
し
い
織
工
た
ち
に
よ
っ
て
負
担
主
れ
た
。
リ
ネ
ン
工
業

ω減
退
と
対
照
的
に
、
上
昇
拡
大
し
て
く
る
の
が

綿
工
業

r。
こ
ち
ら
は
、
す
く
な
く
と
も
紡
糸
工
程
で
は
初
め
か
ら
機
械
を
つ
か
う
工
業
と
し
て
台
頭
し
た
の
で
、
リ
ネ
ン
の
ぱ
あ
い
の
よ
う

な
摩
擦
を
お
こ
さ
ず
に
す
ん
だ
。
綿
工
業
は
ド
イ
ツ
で
も
十
八
世
紀
か
ら
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
大
陸
封
鎖
時
代
に
は
、
グ
ラ
l
ト
バ
ッ
ハ
か

ら
エ
ル
パ

l
フ
ェ
ル
ト
に
い
た
る
ラ
イ
ン
地
方
と
、

「
ド
イ
ツ
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
」
と
も
呼
ば
れ
た
へ
ム
ニ
ッ
ツ
周
辺
地
区
と
が
非
常
に
繁

栄
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
の
ち
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
停
滞
す
る
。
関
税
同
盟
が
で
き
て
ド
イ
ツ
，
制
工
業
も
や
っ
と
独
立
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
ま
だ
長
い
あ
い
だ
綿
糸
を
輸
入
す
る
。

ス
ピ
ン
ド
ル
数
の
変
化
は
、
こ
の
の
ち
の
変
化
を
物
諮
っ
て
い
る
。
関
税
同
盟

の
加
盟
諸
邦
だ
け
で
ス
ピ
ン
ド
ル
数
は
一
八
三
六
年
に
六
二
六
、

0
0
0
、

一
八
四
九
年
に
は
九
O
万
、
そ
の
の
ち
急
速
に
上
昇
し
て
一
八
六

一
年
に
は
ニ
三
O
万
を
越
え
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
綿
糸

ω輸
入
量
は
減
少
し
、

こ
の
期
間
に
全
消
費
量

ω四
分

ω三
だ
っ
た
の
が
四
分

ω
一

と
な
り
、
そ
れ
に
．
反
し
て
原
綿
の
輸
入
量
は
一
八
三
六
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
十
倍
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
織
衛
の
機
械
化
は

紡
糸
工
程
の
ば
あ
い
よ
り
も
は
る
か
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

一
八
六
一
年
に
九
四
O
工
場
で
動
力
織
機
三
ニ
、
五
O
O
台
に
た
い
し
て
、
高
級

品
用
と
し
て
手
織
機
が
二
ニ
、

0
0
0台
も
あ
り
、
小
企
業
で
は
一
五
万
台
以
上
も
の
手
織
機
が
残
っ
て
い
る
つ
し
か
し
、

こ
の
の
ち
年
々
、

手
織
機
は
す
く
な
く
な
り
、

一
八
七
五
年
ご
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
消
え
う
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
手
織
機
は
遅
く
ま
で
残
る
が
、
手
織
の
織
匠
は
早

く
か
ら
独
立
性
を
失
っ
て
お
り
、
綿
糸
は
問
屋
や
工
場
主
か
ら
渡
さ
れ
る
も
の
を
使
い
、
染
色
工
程
は
大
企
業
に
依
存
し
た
。
こ
う
し
た
綿
工

業
で
の
手
織
工
の
没
落
過
程
は
、

シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
の
リ
ネ
ン
手
織
工
の
ば
あ
い
ほ
ど
世
人
の
注
目
を
あ
つ
め
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
ひ
ど

い
低
賃
金
と
極
め
て
劣
悪
な
生
活
条
件
と
に
た
え
し
の
び
な
が
ら
、
押
し
ょ
せ
る
機
械
佑
の
波
と
た
た
か
い
、

つ
い
に
屈
伏
し
て
ゆ
く
悲
惨
な

姿
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
綿
工
業
が
イ
ギ
リ
ス
と
競
争
で
き
る
力
を
か
ち
え
て
ゆ
く
の
は
、

（
註
幻
）

ー
ー
ー
と
ハ
ウ
ス
ヘ
ル
は
い
う
。
こ
の
ハ
ウ
ス
ヘ
ル
の
要
約
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
立
入
ら
な
い
っ
た
だ
、
こ
こ
に

一
八
六
O
年
い
ら
い
の
こ
と
で
あ
る



閑
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
な
お
十
分
に
考
察
す
る
必
要
が
ふ
の
ろ
う
。

ハ
ウ
ス
ヘ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
綿
工
業
の
手
織
工
が
一
八
六
0
年
代
の
労
働
運
動
に
演
じ
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
が
比
佼
的
に
等

キ
ス
ト
ラ
ー
に
よ
っ
て
パ

l
デ
ン
で
二

O
O
名
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
綿
紡
績
・
織
布
工
場
だ
け
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な

る
。
創
立
年
の
わ
か
る
も
の
は
、
工
場
名
の
下
の
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
。
労
働
者
数
の
下
の
カ
ッ
コ
内
に
は
調
査
の
年
ま
た
は
年
代
を
記
市
匂

，...、〆『、
ノ、ノ、

I I 
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ーノン
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末末米末末

説！1

名

エ
ッ
ト
リ
ン
ゲ
ン
（
肘
け
門
戸
山
口
問
包
同
）
（
一
八
三
六
民
）

ケ
ヒ
リ
ン
グ
（
同

0
2富
山
口
問
）
（
一
八
一
七
年
）

ガ

イ

ギ

（

の

包

mt、
）
ご
八
三
元
年
）

ザ
ラ
ジ

l
ン
・
ウ
ン
ト
・
ホ
イ
ス
ラ
l

（ωω
吋
釦
抽
出
口
ロ
ロ
仏
国
叩
己
的
ぽ
吋
）

フ
ォ
ル
カ
l
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
（
ぐ
。
－
ro江
田
町
但
己
曲
目
口
）

ア
ル
レ
ン
（
k
r
H
H
O
ロ）

グ
ロ
ス
マ
ン
（
の

5
8
5何
百
三
（
ブ
ロ
ム
パ
叶
ハ
工
場
一
八
三

O
伴、

「

「

（

両

工

場

合

計

）

レ
ラ
ッ
ハ
工
場
一
八
五

O
何
）
｛
（
ブ
ロ
ム
パ
吋
ハ

F

工
場
の
み
）

グ
レ

l
タ
l

（
の
日
吾
骨
三
こ
八
凶
九
年
）

「
（
ア
ッ
ツ
ニ
ン
バ
ッ
ハ
工
場
）

ズ
ザ
ン
ク
ト
・
ブ
ラ
l
ク
エ
ン
工
場

イ
ゼ
リ
l
ン
（
同
的
色
吉
）

ラ
ウ
フ
ェ
ン
ミ
ュ

l
レ
（

r
g
Fロ
自
由

E
O）

ア
ッ
ツ
ェ
ン
パ
ノ
ハ
（
〉
可
。
ロ
σ
m
w
n
F）

方
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
（
C
片
岡

O
ロぴロ吋肉）

ザ
ン
ク
ト
・
ブ
ラ
l
ヲ
エ
ン
（
ω？
回
目
白
色
。
ロ
）

一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

労

働

苛

数

二
一
六
（
一
八
六

0
年
代
末
）

凹
完

O
（
一
八
六
一
年
）

三
O
O（
一
八
六
一
年
）

花

O
O（
一
八
六
一
年
）

四
回
一
ご
八
六

0
年
代
末
）

四
O
七
こ
八
六

0
年
代
末
）

三
五
八
二
八
六

0
年
代
末
）

三
三
二
ご
八
六

0
年
代
末
）

二
八
四
（
一
八
六

0
年
代
末
）

四
五



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中

（
ス
イ
ス
系
会
社
経
常
工
場
、
所
在
地
シ
ル
タ
ッ
ハ

ω
n
E
H
g
n
F）

プ
7
リ
ュ

l
ガ
l

（
司
出
E
m
o吋
）

ホ
イ
ス
ラ
I

（国営』回目
2
・）

四
六二
五
O
（
一
八
六
一
年
）

二
二
二
こ
八
六
0
年
代
末
）

ニ
O
四
（
一
八
六
0
年
代
末
）

な
お
、

こ
の
ほ
か
に
パ

l
デ
ン
に
は
絹
糸
お
よ
び
絹
織
物

ρ
製
造
工
場
と
し
て
当
時
ド
イ
ツ
最
大
の
も
の
と
さ
れ
た
メ
ッ
ツ
（
冨
O
N
）
兄
弟

、
円
ノ
。

ニ
l
デ
レ
シ
ャ
ツ
ハ
工
場
は
一
人
三
八
年
、

の
工
場
が
あ
る
。
そ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
工
場
は
一
八
三
四
年
の
設
立

rが
、
婦
人
労
働
者
を
使
う
関
係
で
、
ゐ
ち
こ
ち
に
工
場
を
建
て
た
と
い

ウ
ム
キ
ル
ヒ
工
場
は
一
八
四
五
年
、

（
註
お
）

い
る
。
そ
の
婦
人
労
働
者
は
一
八
六
一
年
に
合
計
七

O
O名
に
の
ぼ
っ
た
。
パ

l
デ
ン
に
お
け
る
綿
織
物
の
捺
染
工
場
と
し
て
有
名
な
の
は
、

エ
ン
デ
イ
ン
ゲ
ン
工
場
は
一
八
五
八
年
に
建
設
さ
れ
て

レ
ラ
ッ
ハ
市
の
「
ケ
ヒ
リ

l
ン
、
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ

l
会
社
」
（
百
円
B
山
間

conEEU

（政相岨）

者
数
は
一
八
六
二
年
に
五
二

O
名
だ
っ
た
と
い
う
。

切
山
口

5
m
m
Z回
一
叩
円
伶
《
U
0
・
）
の
も
の
で
、
そ
の
労
働

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

パ
l
デ
ン
の
繊
維
工
場
は
以
上
の
よ
う
に
大
き
な
発
展
を
と
げ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
繊
維
工
業
の
中
心
地
の
一
つ
と
し
て
有
名
な

ぅ
。
創
立
年
の
わ
か
る
も
の
は
工
場
名
の
下
の
カ
ッ
コ
内
に
記
す
。

一
八
六

0
年
代
に
お
け
る
労
働
者
数
の
わ
か
る
主
要
な
綿
紡
績
・
織
布
工
場
だ
け
を
あ
げ
よ

二E

場

名

リ
l
デ
ィ
ン
ガ
I

（岡田口
B
君。ロ
i

当。
σ
O
B
H
H
t
k
r
．同芯内回目白
m
R）
（
一
八
六
五
年
）

ク
ラ
ウ
ス
（
切

2
5
3ロ
ω
1
B
R
a
E
E
4
F
Z『
包
』
・
の
－

F
g
g
h
w
ω
c
E）
（
一
八
六
六
年
）

ゼ

ーノ
ケ
Jレ
ノt
ツ

ノ、
f園、
回
但
s:: 
s 
唱。
ロ
(JJ 

'O 
H・§. 
(1) 
円。
H・
(JJ 
(1) 

昏
(1) 

－ 
σ 
但
n 
::,' 、....，

〆戸、

八
ノ＼

年、....，

ハ
ウ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
（
出

2
5芯
2
2
4司
。

σ0円巴）

こ
の
ほ
か
に
綿
紡
績
・
織
布
工
場
と
し
て
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
バ
ッ
ハ
し

3
1
E
H
2
0
－m
B
ω
E門
H
S
R
F）、

労

働

者

数

五
七
八
（
一
八
六
九
年
）

ご

0
0こ
八
六
六
年
）

－五
O
O
（
一
八
六
七
年
）

『
二
八
O
（
一
八
六
二
年
）

－
三
八
O
（
一
八
六
九
年
）

「
二
六
四
（
一
八
六
四
年
）

－
三
二
O
（
一
八
六
八
年
）

「ク

l
ル」

（

ω℃
山
口
同
刊
円
四
日
』
・



同叩・【
U
F
5
h
w
ω
宰
回
。
）
、

「
機
械
化
綿
紡
」

（冨

R
E
E
R
F
o
∞E
E
d
g－－ー
ω立
ロ
ロ
σ円
。
山
口
出
品
唱
。
σσ
吋何日）、

「
綿
精
紡
」

（
（
切
ω自
己

4
司

o
－－ー司白山口
1
ω
Z
E
H
0
5
0
な
ど
が
あ
る
が
、
六
0
年
代
の
労
働
者
数
は
わ
か
ら
な
い
。
右
の
う
ち
、

シ
ュ
タ
ッ
ト
バ
ッ
ハ
は
資
本
金
九
O
万

フ
ロ
リ
l
ン
の
株
式
会
社
と
し
て
一
八
五
一
年
に
創
立
さ
れ
、
は
じ
め
ス
ピ
ン
ド
ル
数
二
五
、

0
0
0
だ
っ
た
が
、

や
が
て
三
万
に
ふ
や
し
、

さ
ら
に
工
場
を
増
設
し
て
ス
ピ
ン
ド
ル
五
六
、

0
0
0
を
新
た
に
置
き
、

一
八
六
0
年
代
の
は
じ
め
に
ス
ピ
ン
ド
ル
五
六
、
三
六
回
（
う
ち
自

動
ス
ピ
ン
ド
ル
五
一
、

O
四
O
、
ト
ロ
ッ
セ
ル
・
ス
ピ
ン
ド
ル
玉
、
三
二
四
）
を
も
っ
建
物
を
増
設
し
た
。

一
八
六
八
年

ω
ス
ピ
ン
ド
ル
総
数

九
六
、

0
0
0
。
タ
ー
ビ
ン
六
で
一
、

五
五
O
馬
力
。
蒸
気
機
関
九
で
千
馬
力
。
グ
ラ
ス
マ
ン
に
よ
る
と
、

一
八
九
0
年
代
に
入
っ
て
「
ラ
イ

プ
チ
ッ
ヒ
紡
績
」
が
で
き
て
か
ら
第
二
位
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
ド
イ
ツ
最
大
の
紡
績
工
場
だ
っ
た
と
い
う
。

「ク
l
ル
」
は
一
八
六
O

年
代
の
ス
ピ
ン
ド
ル
数
二
四
、

0
0
0。

「
機
械
化
綿
紡
」
は
そ
の
規
棋
が
つ
ぎ
に
述
べ
る
「
綿
精
紡
」
と
お
よ
そ
似
か
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

「
料
精
紡
」
は
一
八
六
O
年

ωス
ピ
ン
ド
ル
数
四
五
、

O
三
六
だ
っ
た
が
、

一
八
六
七
年
に
は
さ
ら
に
ス
ピ
ン
ド
ル
七
、
九

五
六
を
増
設
し
て
い
る
。
リ
ス
ト
に
挙
げ
た
「
リ
l
デ
ィ
ン
ガ
l
」
は
は
じ
め
織
機
二

O
O
台、

の
ち
四
三
O
台
を
増
設
し
て
労
働
者
五
七
人

名
を
使
っ
て
い
る
。
ま
た
「
ゼ
ン
ケ
ル
バ
ッ
ハ
」
は
一
八
六
二
年
に
創
立
さ
れ
た
新
鋭
工
場
で
あ
る
か
ら
、
簡
単
に
比
較
・
類
推
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
新
鋭
で
あ
る
ほ
ど
ス
ピ
ン
ド
ル
数
に
比
べ
て
労
働
者
数
は
す
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
ゼ
ン
ケ
ル
バ
ッ
ハ
」
で
す
ら
、
ス
ピ

（
註
幻
）

ン
ド
ル
コ
二
、
三
二
八
で
一
八
六
二
年
に
二
人
O
名
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
c

こ
れ
か
ら
推
せ
ば
、
労
働
者
数
の
わ
か
ら
な
い
上
記
の
諸

工
場
に
つ
い
て
も
、
お
よ
そ
の
想
像
は
つ
く
。

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
は
当
時
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
内
で
第
一
と
い
わ
れ
た
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド
（
杭
毛
糸
）
の
紡
績
工
場
（
問
自
ロ

B
m
Rロー
ω立
ロ
ー

口
市
円
巳
）
も
あ
っ
た
っ
そ
の
株
式
資
本
は
一
八
六
三
年
一
八
O
万
マ
ル
ク
、
一
八
六
七
年
二
四
O
万
マ
ル
ク
で
、
労
働
者
数
は

一

八

六

二

年

六

O
O

一

一

八

六

八

年

七

九

O

一

八

六

四

年

八

O
三

一

一

八

六

九

年

一

、

O
六
八

一
八
六
五
年
一
、

0
0
0

一

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

四
七



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

四
八．

3
5）
の
労
働
者
は
、

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
シ
ェ
プ
ラ
1
・
ウ
ン
ト
・
ハ
ル
ト
マ
ン
き
や
ら
こ
捺
染
工
場
」
（
同
巳
宮
ロ

a
Eの
W2aω
のぽ
αUHM

－Rh
w
国
ω
3
1

｛
註
お
｝

一
八
六
九
年
五
O
O名
で
あ
る
。

一
八
六
二
年
六
O
O名、

一
八
六
五
年
四
五
O
名、

以
上
、
パ

l
デ
ン
お
よ
び
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
造
機
・
金
属
加
工
の
工
場
と
繊
維
工
場
と
の
う
ち
、
規
模
の
大
き
い
も
の
だ
け
を
挙
げ
た
わ

げ
で
あ
る
が
、
ベ
ヒ
テ
ル
の
「
十
九
世
紀
お
よ
び
二
十
世
紀
ド
イ
ツ
経
済
史
」

（
一
九
五
六
年
刊
）
に
よ
る
と
、

一
人
六
一
年
の
ザ
ク
セ
ン
工

場
法
で
は
、
ニ

O
名
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
営
業
所
（
回

Z
Z
S）
が
こ
の
法
の
適
用
を
受
け
る
。

こ
の
時
代
の
統
計
な
ど
で
「
工
場
」

の
概
念
規
定
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
乙
と
は
、
本
稿
の
は
じ
め
に
も
触
れ
て
お
い
た
。
邦
語
の
「
工
場
」
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
語
は
通
常
「
フ
ァ

プ
リ
l
ク」

（司
mwσ
江
】
む
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
ほ
か
に
「
ヴ
ェ
ル
ク
」

（d
q
o
H
W）
や
「
ヒ
ュ
ッ
テ
」

（国ロ
R
m）
も
使
わ
れ
る
。
ベ
ヒ
テ
ル

は
上
記
の
著
書
で
、
当
日
附
と
い
う
言
葉
（
岡
山
同

Hg司
2
w
や
巴
叩
宮
江
区
民
宮
司
号
一
附
な
ど
）

は
、
た
い
て
い
の
場
合
、

動
力
素
材
や
原

料
（
関
門
担
問
門
lzロ
仏
の
吋
ロ
ロ
仏
師
同
丘
町
）
を
獲
得
す
る
と
き
に
使
わ
れ
、

句
”

σ
z
w
g
H
H仏
〉
回
目
宮
戸
け
と
い
う
言
葉
は
機
械
（
冨
g
n
v百四）

や
装

置
（
〉
同
M
U
m
g円
）
を
つ
く
る
と
き
、

す
な
わ
ち
、

い
わ
ゆ
る
生
産
財
産
業
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、

た
だ
「
フ
ァ
ブ
リ
l
ク
」
と
だ
け
い
う
の

（
詫
勾
｝

い
わ
ゆ
る
消
費
材
産
業
の
場
合
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
機
械
を
製
造

は
、
動
力
機
械
や
作
業
機
械
を
使
っ
て
お
こ
な
う
財
生
産
、

す
る
と
き
に
も
「
フ
ァ
ブ
リ
l
ク
」
と
だ
け
云
っ
て
、

「
フ
ァ
ブ
リ
l
ク
・
ウ
ン
ト
・
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト
」
と
は
云
わ
な
い
乙
と
は
、
造
機
工

場
の
と
き
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
用
語
の
検
討
は
当
面
の
課
題
で
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
立
入
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
一
人
六
0
年
代

ω
「
工
場
労
働
者
」
と
労
働
運
動
と
の
関
係
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、

ひ
と
り
造
機
工
場
や
繊
維
工
場
の
み
な
ら
ず
、
他

の
部
門
の
工
場
に
つ
い
て
も
こ
の
年
代
に
ど
れ
く
ら
い
大
き
な
規
模
の
も
の
が
発
展
し
て
い
た
か
を
知
り
た
い
。
し
か
し
、
例
に
よ
っ
て
史
料

の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
。

一
八
六
0
年
代
の
パ

l
デ
ン
に
は
、
砂
糖
工
場
と
し
て
「
ヴ
ァ

l
ク
ホ
イ
ゼ
ル
」

（H
A
g
n】目立一釦
σ円
四
対
話
可
m
m
v
m
H
C
曲作】）

が
あ
り
、
そ
の
労

働
者
数
は
ヴ

7
1
ク
ホ
イ
ゼ
ル
市
の
本
工
場
だ
け
で
一
八
六
九
年
に
六
O
一
名
で
あ
り
、

モ
ス
バ
ッ
ハ
、
グ
レ
ッ
ツ
イ
ン
ゲ
ン
、

エ
ッ
ピ
ン
ゲ



工

名

ン
の
一
二
つ
の
分
工
場
に
合
計
二
二
八
名
が
は
た
ら
い
て
い
た
。
製
紙
工
場
で
は
一
八
六
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

所

在

地

労

働

者

数

場

ブ
ル
（
切
ロ
匡
）

ボ

i
ネ
ン
ペ
ル
ガ
l

（問。｝
5
0ロ
σ
0円向。吋）

フ
リ
ン
シ
ユ
（
同
町
】
目
白
血
nv）

エ
ッ
ト
リ
ン
ゲ
ン

プ
フ
ォ
ル
ツ
ハ
イ
ム

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

一
九
八
一
二
七
八
二

I 

場

名

と
な
っ
て
い
る
。
壁
紙
（
寸
山
刀
己
申
）
工
場
で
は
同
じ
く
一
八
六
九
年
の
調
査
で

労

働

者

数

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
（
関
口
問
a
F
2
．e

シェ

I
ラ
l
a
n
F
O
B吋）

シ
ェ
ラ
l
・
ウ
ン
ト
・
へ
l
パ

I
レ
（
ωnr叩同吋
O

円
除
問
2MmH
－Z
）

エ
l
リ
ス
マ
ン
（
肘
ユ
師
自
由
ロ
ロ
）

（
註
沼
）

な
ど
が
あ
る
。
ガ
ラ
ス
の
生
産
お
よ
び
加
工
は
お
お
む
ね
小
規
模
で
、

所

在

地

マ
ン
ハ
J
6

ム

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

コ
ン
ス
・
タ
ン
ツ

ブ
ラ
イ
ザ
ッ
ハ

五九九 O
三 O 二八

六
つ
の
ガ
ラ
ス
工
場
（

2
2
Y
E
Z）
の
労
働
者
数
の
合
計
が
一
人
六

0
年
代
の
末
で
二
五

O
名
し
か
な
い
。
た
だ
「
マ
ン
ハ
イ
ム
鏡
工
場
」
（
富
山
富
昏
巳

B
2
ω
立
巾
肉
己
居
山
口
己
E
W
E円）

一
八
六
九

だ
け
は
技
術
的
に
近
代

佑
し
、
厚
生
設
備
も
当
時
と
し
て
は
優
れ
て
い
た
、
と
キ
ス
ト
ラ
ー
は
い
う
。
労
働
者
数
は
一
八
六
四
年
に
六
O
O名
だ
っ
た
が
、

設
備
の
改
善
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

年
に
は
四
六
四
名
に
減
少
し
て
い
る
。
キ
ス
ト
ラ
ー
は
こ
の
減
少
が
、
蒸
気
機
関
を
九
台
に
ふ
や
し
て
合
計
三

O
五
馬
力
と
す
る
な
ど
の
機
械

の
工
場
は
、
近
東
に
も
販
路
を
開
拓
し
て
繁
栄
し
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
磁
器
製
ボ
タ
ン
を
つ
く
る
「
リ
ス
ラ
l
会
社
」
（
自
己

2
除
。
0
・）

一
入
六

0
年
代
の
末
に
労
働
者
四

O
O名
以
上
を
使
い
、

ノ
イ
エ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
分
工

（
註
招
）

場
に
も
九
一
名
が
は
た
ら
き
、
さ
ら
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
周
辺
に
家
内
封
働
と
し
て
一
、
ニ

O
O家
族
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。
チ
コ

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
） （円U
M
の
F
o
z
oロ］自民ゆ叩）

四
九

リ
！
と
い
う
植
物
の
根
か
ら
つ
く
る
コ
ー
ヒ
ー
代
用
品

の
工
場
（
フ
ェ
ル
カ

l
社
百
円
宮
山
〈
2
w
o円）

は
ラ
i
ル



一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

五
0 

市
に
あ
っ
て
、

一
八
六

0
年
代
の
末
に
約
一

O
O名
の
封
働
者
を
使
っ
て
い
た
し
、
同
じ
く
チ
コ
リ
l
製
造
工
場
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
に
あ
る

も
の

（
キ
ュ
ン
ツ
ア
l
社
（
司
町
B
間
関
戸
世
田

Nm『
待
。
0
・
）
は
、

ド
イ
ツ
国
内
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
、

イ
タ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
に

も
輸
出
す
る
盛
況
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
労
働
者
数
は
一

O
O名
か
ら
二
五
O
名
の
あ
い
だ
を
上
下
し
た
。
乙
の
労
働
者
数
の
増
蹴
は
十
月
の
収

獲
後
に
こ
の
工
業
の
シ
ー
ズ
ン
が
く
る
の
で
、
そ
の
と
き
は
多
く
な
り
、
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
る
と
減
少
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ゴ
ム
製
品
の
工
場

と
し
て
大
規
模
な
の
は
、

一
八
五
O
年
に
マ
ン
ハ
イ
ム
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

「
ハ
ッ
チ
ン
ス
ン
社
」
（
虫
吋
目
白

出

ZRVEgHH）
の
パ
リ
l
工
場
の
分
工
場
だ
が
、

「
ポ
ワ
ス
ネ
ル
社
」
（
司
o
ZロO
H
h
w

の
0
・
）
と
称
し
、
主
に
ゴ
ム
靴
を
つ
く
っ
た
。

A 

六
九
年
に
一
三
九
名
の
労
働
者
を
使
っ
て
い
た
が
、

一
八
六
四
年
に
同
じ
く
マ
ン
ハ
イ
ム
に
新
設
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
資
本
の
ゴ
ム
製
品
工
場

は
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
棋
で
、

一
人
六
七
年
に
す
で
に
六
O
O名
を
雇
用
し
、
ゴ
ム
で
櫛
、
ぺ
ン
軸
、
手
箱
、
装
飾
品
な
ど
を
つ
く
っ

て
い
る
。
化
学
工
業
も
乙
の
年
代
に
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
て
、

ヴ
ォ

l
ル
ゲ
レ

l
ゲ
ン
に
あ
る

「
佑
学
工
業
社
」

（〈

R
Eロ
の
阿
凶
作
話
回
l

印
門

H
V
O
門
司
乱

uzwmHH）
は
、

六
0
年
代
に
製
品
へ
の
需
要
が
増
し
て
、
当
時
の
パ

l
デ
ン
の
い
か
な
る
株
式
会
社
も
果
さ
な
か
っ
た
二
五
パ

l

セ
ン
ト
の
配
当
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
原
料
は
硫
黄
を
シ
シ
リ
ー
か
ら
、
黄
鉄
鉱
を
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
、
塩
は
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と

パ
l
デ
ン
の
ネ
ッ
カ
ル
塩
坑
か
ら
、
石
灰
石
は
グ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
ラ
イ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ン
と
の
沼
沢
地
か
ら
、
石
炭
は
ザ
l
ル
お
よ
び
ル

l

ル
地
方
か
ら
購
入
し
、
製
品
は
関
税
同
盟
区
域
の
ほ
か
ス
イ
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
ま
で
売
り
さ
ば
い
た
。

i¥ 

六
四
年
の
労
働
者
は
二
入
O
乃
至
三
O
O名
で
、

そ
の
大
部
分
は
工
場
内
に
居
住
し
た
と
い
う
。
労
働
者
数
は
一
入
六
九
年
に
は
三
九
O
名
に

上
昇
し
て
い
る
。

化
学
肥
料
は
、

乙
の
年
代
に
は
農
民
を
啓
蒙
し
て
偏
見
を
除
く
必
要
が
あ
っ
て
、

マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
ツ
イ
ン
マ

l
社
」

（
百
円
自
仰
の
・
戸
間
B
S
O
H）
は
ネ
ス
ラ
l
博
士
の
著
「
肥
料
学
」
を
一
八
六
六
年
に
発
行
し
た
り
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
こ
れ
は
非
常
に
ひ
ろ

く
読
ま
れ
て
、
し
だ
い
に
佑
学
肥
料
が
普
及
し
は
じ
め
て
い
る
G

こ
こ
で
の
一
八
六
九
年
の
封
働
者
は
約
一
四
O
名
。
カ
ー
ル
ス
ル

l
エ
市
で

も
「
パ
ウ
リ
」

（
。
・
可
制
w
g
E）

の
佑
学
工
場
が
人
工
肥
料
（
主
に
骨
粉
と
カ
リ
）
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、

ζ

れ
は
努
働
者
も
一
八
六
0
年
代
の



末
に
五
O
乃
至
六
O
笥

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
佑
学
工
業
に
パ

l
デ
ン
の
よ
う
な
大
規
模
の
も
の
は
な
く
、
一
人
六
0
年
代
に
は
せ
い
ぜ
い
四
O
人
く
ら
い
を
使
つ

て
お
り
、
二

O
人
前
後
の
も
の
が
多
い
が
、
た
だ
マ
ッ
チ
工
場
で
二
八
六
九
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
一

O
O
名
近
い
労
働
者
を
使
っ
て
い
る
ら

，J

、．。

、』E
、’
lv

製
紙
お
よ
び
皮
革
工
業
で
も
、

あ
ま
り
規
模
の
大
き
い
も
の
は
な
い
。

醸
造
業
で
も
五
二
名
を
使
う
工
場
が
最
大
で
、

あ
と
は
三
O

名
、
二
九
名
、
ニ
七
名
、
二
一
名
、

一
八
名
、

一
六
名
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
煙
車
工
場
で
は
「
ロ
ッ
ツ
ベ
ッ
ク
」

（

V
O同

Nσ
刊
の
回
へ
印
円

H
V
O

吋，

mwσmww
－Zσ『
即
肘
）

が
一
八
五
O
年
に
一

O
O名
を
使
っ
て
い
た
が
、

技
術
の
改
良
で
そ
の
の
ち
労
働
者
数
が
減
少
し
、

六
0
年
代
に
は
五
O

名
前
後
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

一
八
五
七
年
に
設
立
さ
れ
た
帽
子
製
造
工
場
「
カ
ス
バ
ル
・
レ
ン
パ

l
ト
」
（
宮
町
円
印

E
B宮
ロ
ー
ロ
ロ
仏
国
ロ
ヤ
司
ml

σ

ユW
4
0
H同
開

山

田

UNFH－

F
巾

HHHσmHA）

は
一
八
六
二
年
に
は
一

O
人
し
か
使
用
し
て
い
な
い
小
規
模
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
だ
っ
た
が
、

こ

の
こ
ろ
ミ
ュ

l
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
に
機
械
を
使
う
工
場
が
で
き
て
安
値
で
仕
上
り
の
よ
い
製
品
を
売
出
し
た
の
で
、
レ
ン

パ
ー
ト
も
翌
二
ハ
六
三
年
に
機
械
佑
し
、
約
三
O
名
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
の
ち
機
械
化
を
進
め
て
一
入
七
O
年
に
は
約
八
O
名

（註引制）

を
使
っ
て
い
る
。

一
八
六
0
年
代
に
お
け
る
工
場
の
発
達
巻
労
働
者
数
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
南
ド
イ
ツ
の
パ

l
デ
ン
と
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
市
と
に
つ
い
て
見

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
か
な
り
大
き
な
規
模
の
工
場
が
相
当
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
八
六
三
年

五
月
十
二
日
と
推
定
さ
れ
る
ラ
ッ
サ
l
ル
の
書
簡
に
見
ゆ
る
「
南
ド
イ
ツ
新
聞
」
の
記
事
、
す
な
わ
ち
南
ド
イ
ツ
の
工
場
労
働
者
の
あ
い
だ
に

（
註
お
）

ラ
ッ
サ
l
ル
の
追
随
者
が
非
常
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
乙
の
「
非
常
に
」
が
実
際

に
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
総
じ
て
一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
工
場
労
働
者
の
大
部
分
は
、
社
会
主
義
運
動
に
た
い

し
て
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
は
動
か
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
伺
ゆ
え
で
あ
っ
た
か
。

そ
の
ほ
か
多
く
の
面
か
ら

乙
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
労
働
市
場
の
状
態
、
工
場
が
わ
の
厚
生
制
度
、
賃
金
、
工
場
指
働
者
の
構
成
、

一
八
六
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
と
工
場
労
働
者
（
中
）

五
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Deutsche Arbeiterbewegung und die Fabrikarbeiter 

in den sechzigen Jahren des 19. Jahrhundert. (II) 

von E. Kobayashi 

Es waren die Berliner Maschinenbauer, die unter den Fa­

brikarbeitern aufs entschidenste die entgegengesetzte Stellung 



- 2 

zu der sozialistischen Arbeiterbewegung in den sechziger Jah­

ren nahmen. Warum nahmen sie solche Stellung ?Waren alle 
deutsche Maschinbauer die Anhanger der Fortschrittspartei ? 
Nachdem die fortschrittsparteilichen Delegierten aus dem All­

gemeinen Deutschen Arbeiterkongress zu Berlin im Jahre 1868 
ausgedrangt worden, offneten sie in dem Universum ihren eige­
nen Kongress, <lessen Besucher grosstenteils die Maschinenbau­

er waren. In diesem Kongress aber sprachen £tin£ Maschinen­
bauer (nach Ed. Bernstein einer aus Berlin, die tibrigen aus 
anderswo) ausdriicklich vom sozialistischen Standpunkt aus. 
Uber diese bemerkenswiirdige Tatsache kann ich leider nicht 
nahere Nachrichten finden. Auch uber die politische Stellung 

der Arbeiter in den Fabriken ausserhalb des Maschinenbaus 
mtissen wir untersuchen. Aber die Materialien fiir solche Un­
tersuchung sind sehr wenig in bezug au£ die sechziger Jahre. 
Nur in Baden und der Stadt Augsburg konnte ich einige Kennt­

nisse bekommen. Wenigstens konnen wir feststellen, dass die 

meisten deutschen Fabrikarbeiter damals nicht aktiv an der 

sozialistischen Arbeiterbewegung teilnahmen. Warum ? Um au£ 
diese Frage zu antworten, mtissen wir die Lage der Fabrik­
arbeiter von vielen Gesichtswinkeln aus untersuchen: namlich 

die Lage des Arbeitsmarkts, den Lohn, die Kassenverfassung 
<lurch die Fabrikleitung, die verschiedenen Bewusstseinsgrade 
der verschiedenen Schichten der Fabrikarbeiter u. s. w. 
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